
？？

5G

5G

音声による情報では、
患者の正確な情報が

伝わりにくい… 拘束時間が長いと、
他の業務ができない…

導入事例 ｜ 医療

www.docomobs.com

お問い合わせ

効果

搬送／転送先の選定時間を32.8％削減。
医師の拘束時間は70％削減に成功。
より正確な患者の情報を得て、効率的な受け入れ
準備が可能に。また、緊急外来での医師の待機時
間が減少し、その時間を他の業務に充当できた。

対策

ローカル5G等のネットワークを構築し、
救急車や医療機関と視覚情報を共有。
映像と音声で救命救急士が患者の正確な情報を伝
達可能に。また、映像情報で患者の様子がわかるた
め、緊急外来で医師が待機する必要がなくなった。

視覚情報の本格共有を進めて、
救命救急医療の現場をサポート。
導入の目的：地域医療機関の連携、救急医療体制の拡充、医師の働き方改革など
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課題

音声による情報伝達機能の限界と、
医師のマルチタスク化への対応。
救急車からの音声による情報では、患者の現状と齟
齬が生じることがあった。また、高度化する現代医療
では、医師のマルチタスク化への対応が課題に。

聖マリアンナ医科大学病院 救命救急センター
1980 年に神奈川県初の救 命 救急センターとして開設。
救命センターの重症病床は 66 床、専従医 36 人など、一
次から三次救急まで幅広く対応できる体制を敷いている。
https://www.marianna-u.ac.jp/hospital/departments/critic
al_care

オペレーションルーム

Before After 救急車

救急車と三次救急、二次
救急が映像情報を共有す
ることで、搬 送 先 ／ 転 送
先の選定が迅速に。

手術室

映 像 情 報 の 共 有 により、
二次救急に搬送された患
者を三次救急の専門医が
遠隔で診療支援可能に。

患者の搬送先／転送先の
選定にかかる時間

遠隔医療支援により
熟練医の拘束時間を

32.8％
削減

70％
削減
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